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第29回通常総会　名古屋総会を開催
新会長に本山泰督氏（宮城）を選任

記後

集編
　令和７年８月、名古屋にて総会を無事開催することができました。多くの会員の皆様、OB の皆様、そしてご協賛企業
の皆様にご参加いただき、心より御礼申し上げます。
　また、計画段階から当日運営に至るまで、地元の皆様には多大なるご協力を賜りましたこと、深く感謝申し上げます。
　今回の総会で改選された新しい理事一同、青年部らしさを忘れず、より一層活発な活動を展開してまいります。今後と
も変わらぬご指導・ご支援を賜りますようお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　総務部会長　吉﨑　剛（石川）

　　令和７年６月 20 日（金）、東京・御茶ノ水のソラ

シティカンファレンスセンターにて開催された「全国

設備業 DX 推進会 第 10 回定時総会」に、全管連青年

部協議会より総務担当副会長として、田中監事と共に

来賓として出席いたしました。

　本総会では、千田会長による開会挨拶に続き、第 9

期の活動報告および第 10 期の活動計画が事務局・地

域分科会・各委員会から発表され、設備業界における

DX 推進に向けた明確な方向性と成果が共有されまし

た。

　令和７年８月２日（土）、愛知県名古屋市のホテル

ヒルトン名古屋にて全管連青年部協議会第 29 回通常

総会並びに研修会、懇親会が開催されました。

　通常総会は吉﨑理事（石川）の司会で開会し、続い

て廣田会長（宇都宮）の挨拶があり、その後、鈴木理

事（米沢）が議長に就任して、スムーズな議事進行の

もとで第１号議案から第５号議案までが全て滞りなく

可決されました。そして今年は役員改選期であり、今

まで１期２年会長を務めた廣田勝義氏は、この通常総

会で任期満了となり、責務を後進に託しました。新理

事による理事会で新会長に本山泰督（もとやま たいす

け）氏（宮城）が選任され、正副会長部会長も新メンバー

となりました。

　総会終了後の記念講演では、正道会館空手最高師範

（六段）で現役Ｋ－１競技統括プロデューサー・タレ

ント・俳優として幅広く活動する 角田信朗氏に「リー

ダーシップ」をテーマにご講演いただきました。仕事

総会全景本山新会長 藤川全管連会長

総会の様子

加藤元青年部会長他と共に

を失い、どん底を味わったご自身の体験、その中でも

特に人間関係に関する深い学びについて、お話を聴か

せていただきました。

　懇親会では、新執行部（正副会長部会長）の紹介か

ら始まり、角田信朗氏の歌唱パフォーマンスがあり、

名古屋市青年部の宮澤会長の開会挨拶では「総会に向

けてこの一年間、本当に色々なことがありましたが、

今日と言う日を迎える事ができたことを大変喜ばしく

感じております。」と大会への熱い思いが語られまし

た。そして本山新会長の会長挨拶では、第９代全管連

青年部の会長として活動するにあたり、指針や方針を

示すスローガン「Go forward　交流と研鑽を行い魅

力ある業界へ」について、青年部は、業界の未来を担

う責任を持つ組織であり、仲間と共に学び、成長する

ことで管工事業の発展に貢献していくこと、そして青

年部の活動が業界を変革し、社会を動かす力となるこ

とを願っていると抱負を述べました。次に来賓として

ご臨席いただいた全管連 藤川会長の祝辞、ご列席頂い

た来賓の方々の紹介、名古屋市上下水道局 川合次長の

祝辞の後、名古屋市組合 穂刈理事長による乾杯で祝宴

がスタートしました。

　海の幸・山の幸をふんだんに活かした料理の数々に

舌鼓を打ちながら、名古屋ならではのグルメを存分に

堪能しました。会場ではブース出展で行われたスタン

プラリーの抽選会が行われ、歓声と笑顔があふれ、大

いに盛り上がる中で楽しい時間はあっという間に過ぎ

ていきました。終盤には、次年度創立 30 周年の総会

開催地である東京都管工事工業協同組合 青年部長協議

会の皆様による熱のこもった次回開催地 PR が披露さ

れ、「名古屋の想いを受け止め、東京でも大きく盛り

上げたい」との挨拶もあり

ました。今ではすっかり定

番となった「バトンタッチ

セレモニー」の、象徴であ

る黄金のパイレンが東京都

へと手渡され、名古屋の熱

い想いとエールが東京へと

確かに引き継がれました。

さらに、廣田前会長をはじめ退任役員への花束贈呈が

行われ、一つの時代が静かに幕を閉じ、新しい時代が

力強く始まりました。そして懇親会の最後は、全管連

青年部 木村総括副会長による力強い締めの挨拶で、閉

会となりました。

　来賓挨拶の機会を頂戴し、全管連青年部の目的や組

織体制をはじめ、エコクラブ探検隊や担い手育成レ

ポートなど、多岐にわたる取り組みをご紹介すること

ができました。青年部としての役割や可能性について

理解を深めていただけたものと感じております。

　また、全管連青年部OBである羽後設備株式会社（秋

田県）の佐藤裕之社長による特別講演「秋田の洋上風

力状況から、日本のエネルギーを考える」では、地域

資源の活用と再生可能エネルギーの可能性について多

くの示唆をいただき、設備業界の未来像について改め

て考える貴重な機会となりました。

　懇親会では、参加された業界関係者との交流を通じ

て、今後の連携や DX 推進に向けた協力体制強化にも

つながる、有意義な時間を過ごすことができました。

　この度は来賓として貴重な機会を賜りました全国設

備業 DX 推進会の皆様に、改めて心より御礼申し上げ

ます。設備業界における先進的な実践に触れ、青年部

としても多くの学びと気づきを得ることができまし

た。今後とも相互の理解を深め、連携を強化しながら

業界のさらなる発展に向けて尽力してまいります。

 全国管工事業協同組合連合会

 青年部協議会　総務担当副会長

 田母神友梨（東京都）
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